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１．目 的  
 房総半島は内湾と外海に挟まれた特異的地質環境を有しており，日本の中心的な産業地帯であるほか，農

産業，水産業も盛んである．地下には高純度・高濃度のメタンやヨウ素，フルボ酸を含む古代海水資源が賦

存している．地球温暖化にはじまり多様難題な環境問題が我々を脅かしている現在，身近なフィールド環境

を学生に活用・理解させることが本研究の意義となる．平成 16 年度より開講した「地学実験及び実習」は
本年度で 4年目にあたるが，開講当初から，単に「地学」のみを満足させるものでなく，理科教育に重要な
「環境教育」をいかに学生に修得させ，指導可能とするかは実体験をもとにした「フィールド実習」が必須

と考えられる． 
本報においては，千葉工業大学工学部生命環境科学科において「地学実験及び実習」として実施した環境

教育のうち，地層と貝化石からみた房総半島の地圏環境評価実習について報告する． 
２．新第三系海成層（安房層群・豊岡亜層群）の鍵層の追跡 
 実習フィールドは千葉県房総半島中央部の小糸川上流域に位置する千葉県立清和県民の森とし，8 月初旬
の 3日間行った．清和県民の森一帯の自然環境は，千葉県立中央博物館を中心に調査されている地域である．
大学から現地までの移動はスクールバスを利用し，ベースキャンプ地として君津亀山少年自然の家もしくは

清和県民の森ロッジ村を利用した．本実習は，教員 2 名，教育補助員（大学院生）5 名，学生 20～25 名で
行った．  
 フィールド実習で問題となるのが天候であり，2、3年目は局所的な豪雨や台風上陸のため作業が難航した．
実施場所は清和県民の森管理事務所から南 2 kmに位置する君鴨トンネル手前の林道（舗装済）である．安
房高山（標高 364.9m）に向かって全長 2 kmを登歩した．林道沿いに露出する安房層群天津層中部にあたる
露頭の鍵層を追跡するために，クリノメータと歩測により点と点を結ぶルートマップを作成した（図１）．午

前 9 時より開始し，約 3 時間後にすべての学生がマップを完成させた（往路）．折り返し地点にて昼食をと
り，今度はルートマップを作成した同道を下り（復路），特徴的な露頭をマップに書き加えた，天津層は新第

三紀中新世の地層で，深い海で堆積した泥岩を主体とする．これら泥岩中には，当時の噴火物である凝灰岩

層が多数含まれ，凝灰岩層は海底の広い範囲に地質学的時間からみれば瞬間的に堆積することから，追跡を 

図１ 学生が作成したルートマップと鍵層図  図２ クリノメータを用いた地層の走向傾斜の測量 
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図３ 貝化石の採取 

 

図４ 貝化石の生息可能な緯度分布 

することによって同一時間面として利用することができる．個々の凝

灰岩層は，色，粒度，厚さなどに特徴があることから，泥岩中に挟ま

れる凝灰岩単層を組み合わせることによって，広い範囲で追跡できる．

このような同一時間面として利用できる凝灰岩のことを凝灰岩鍵層

（Key Bed）といい，クリノメータとメジャーを用いて，鍵層にあた
る地層傾度と厚さを測量し，約 3時間かけて同マップに情報を書き加
えた（図２）． 
翌日にベースキャンプ地にて各々の鍵層をつなぎ，房総半島中央部

の南北 7km，東西約 40km に細長く分布し，半島の中央部で
WNW-ESE 方向に一対の背斜軸と向斜軸をもつ緩やかな褶曲構造を
実際に理解することができた．また，安房層群・豊岡亜層群は約 500
万～200 万年前に形成した地層であり，厚い半遠洋性泥岩層からなる
海盆堆積物であり，その上位に重なる付加体とタービダイトセッショ

ンの砂岩泥岩互層の形成が豊かな資源（メタン・ヨウ素・フルボ酸）

を産出し，現今の自然環境に影響を及ぼしていることを把握した． 
３．第四紀更新世後期地蔵堂層（下総層群）の貝化石による地球環境

の評価 
 実習フィールドは，千葉県房総半島中央部（君津市大井町大谷露頭）

に位置し，南から北へ上総層群の市宿層・周南層，下総層群の地蔵堂

層・藪層・清川層が全体的に北傾斜の単斜構造になっており，その最

上位には関東ローム層をみることができる．特に，藪層や地蔵堂層の

下総層群の露頭には多量の貝化石が確認できることで有名であり，平

成 18 年度から新たに実習内容に取り入れ，本年度は 2 年目である．
先の実習場所への路程にあたり，教員 3 名，教育補助員 10 名，学生
50名が参加した．  
 この地層は，約 50万～35万年前（第四紀更新世後期）の下総層群
で最も古い地蔵堂層であり，その当時の地球は間氷期にあたり，房総

半島の大部分は海進により海の中であった．そこで，この地層にはそ

の当時の気候・環境を反映した海洋生態種が化石として残っている．

学生は約 1時間，ハンマーやカマを使って様々な種の貝化石を無作為
に採取した（図３）．その後，ベースキャンプ地に移動し，採取した貝

化石をホタテ，巻貝などに分類し，K. Oyama（1973）の文献をもとにした貝類の現代の生息可能な緯度分
布（絶滅の有無を含め）を調査した（図４）．その結果から，採取した化石のうち最も多くの貝が現在生息可

能なのは，緯度 34～35°の範囲であること，この緯度の日本列島太平洋岸で房総・三浦半島から紀伊半島あ
たりに相当することがわかった．すなわち，第四紀更新世後期の房総半島は現在の平均海水温（17℃）より
2～3℃高く，現在より温かい気候であったことが考察された． 
４．まとめ 

房総半島の中央部に WNW-ESE 方向に一対の背斜軸と向斜軸をもつ緩やかな褶曲構造の存在を理解する
ことができた．また，安房層群・豊岡亜層群は約 500万～200万年前に形成した地層であり，厚い半遠洋性
泥岩層からなる海盆堆積物と，その上位に重なる付加体とタービダイトセッションの砂岩泥岩互層の形成が

豊かな資源（メタン・ヨウ素・フルボ酸）を産出し，現今の自然環境に影響を及ぼしていることを把握した．

さらに，地質生態学的記録をもとに地球環境の変動について理解を深め，すでに絶滅した貝の化石や貝殻に

穴が開いているものなどの観察から，食物連鎖を含めた海洋生態を学ぶことができた． 
追記 本研究の一部は，文部科学省大学教育高度化推進特別経費（教育・学習方法等改善支援経費）「房総フィー

ルドミュージアムを活用した環境教育」（平成 17～19年度）の援助を受けた． 
参考文献  K. Oyama 編著：Revision of Matajiro Yokoyama’s type mollusca from the tertiary and 
quaternary of the Kanto area，1973. 
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